
津　波 発生年月日 被 害 の 概 要

明治三陸
大津波

昭和三陸
大津波

チリ地震
津波

十勝沖地
震津波
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未
曽
有
の
被
害
と
衝
撃
的
な
映
像
が
全
世
界
を
駆
け
巡
っ
た

昨
年
十
二
月
の
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
・
津
波
│
│
。
過
去
に
幾

度
と
な
く
津
波
被
害
に
遭
っ
て
い
る
わ
た
し
た
ち
の
住
む
三
陸

地
方
も
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
宮
城
県
沖
地
震
・
津
波
の

発
生
が
高
い
確
率
で
予
測
さ
れ
て
い
る
中
で
、
わ
た
し
た
ち
の

津
波
へ
の
備
え
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
。
こ
こ
で
は
、
津
波

対
策
の
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
住
む
三
陸
沿
岸
に

は
、
約
三
千
人
の
犠
牲
者
を
出
し
た

明
治
二
十
九
年
の
三
陸
大
津
波
や
昭

和
三
十
五
年
の
チ
リ
地
震
津
波
な
ど

過
去
に
何
度
も
大
津
波
が
襲
来
し
て

い
ま
す
。
幸
い
昭
和
四
十
三
年
の
十

勝
沖
地
震
以
来
、
大
き
な
津
波
は
発

生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
政
府
の
地
震

調
査
委
員
会
は
、
平
成
十
七
年
一
月

一
日
を
基
点
と
し
て
宮
城
県
沖
地
震

（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
５
前
後
、

場
合
に
よ
っ
て
は
８
・
０
前
後
）
が

発
生
す
る
確
率
を
、
十
年
以
内
に
五

〇
％
程
度
、
三
十
年
以
内
に
九
九
％

と
発
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
近

い
将
来
、
必
ず
大
津
波
が
来
る
」
こ

と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
平
成
十
四
年
九
月
に
津

波
に
対
す
る
心
得
や
浸
水
予
想
区
域

図
、
各
地
区
の
避
難
場
所
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
「
山
田
町
津
波
防
災
マ
ッ

プ
」
を
作
製
し
、
豊
間
根
地
区
な
ど

を
除
く
各
家
庭
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

津
波
防
災
マ
ッ
プ
は
、
多
く
の
人
に

�津
波
危
険
地
帯
に
住
ん
で
い
る
�
と

い
う
こ
と
を
認
識
し
て
も
ら
う
た
め

の
も
の
で
す
。
今
一
度
、
家
族
み
ん

な
で
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
昨
年
十
一
月
に
は
、
県
が

沿
岸
十
三
市
町
村
を
対
象
に
津
波
浸

水
予
測
図
を
作
製
し
ま
し
た
。
想
定

は
明
治
三
陸
大
津
波
の
再
来
、
昭
和

三
陸
大
津
波
の
再
来
、
想
定
宮
城
県

沖
連
動
（
複
数
の
震
源
が
同
時
に
作

用
し
て
起
き
る
）
地
震
と
し
、
そ
れ

ぞ
れ
防
潮
堤
な
ど
の
津
波
防
災
施
設

が
機
能
し
た
場
合
と
機
能
し
な
か
っ

た
場
合
の
全
六
ケ
ー
ス
。
平
成
十
四

年
作
製
の
山
田
町
津
波
防
災
マ
ッ
プ

を
基
に
作
製
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
役
場
総

務
課
へ
お
越
し
に
な
る
か
、
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�過去に町を襲った主な津波

明治29年
6 月15日

流失家屋977戸、死者2,950人、負傷者
1,370人

昭和 8 年
3 月 3 日

全半壊および流失家屋742戸、死者18
人、負傷者12人

昭和35年
5 月24日

全半壊および流失家屋346戸、死者なし、
負傷者2人、被害総額12億9,300万円

昭和43年
5 月16日

流失家屋なし、死傷者なし、被害総額5
億2,900万円

津
波
防
災
マ
ッ
プ
の
確
認
を

普
段
か
ら
津
波
へ
の
備
え
を

津
波
か
ら
い
か
に
し
て
身
を
守
る

か
│
│
。
そ
れ
は
わ
た
し
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
、
普
段
か
ら
ど
の
よ
う
な

備
え
を
行
い
、
津
波
に
対
し
て
ど
の
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資料：山田町津波誌、広報やまだ

数キロメートル�

数メートル�

風�

【３】

よ
う
な
意
識
を
持
っ
て
い
る
か
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。
津
波
注
意
報
や
警

報
が
い
く
ら
早
く
発
令
さ
れ
た
と
し

て
も
、
住
民
が
避
難
し
な
け
れ
ば
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
人
が
発

令
時
に
「
自
分
に
は
関
係
な
い
」「
大

し
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
思
い

込
ん
で
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
津

波
対
策
で
は
揺
れ
を
感
じ
て
か
ら
、

い
か
に
素
早
く
避
難
を
開
始
で
き
る

か
が
大
き
な
鍵
。
万
が
一
に
備
え
、

家
族
み
ん
な
で
防
災
訓
練
に
参
加
し

て
避
難
経
路
な
ど
を
確
認
し
た
り
、

津
波
を
知
ら
な
い
世
代
に
し
っ
か
り

と
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
た
り
す

る
な
ど
、
家
族
や
地
域
で
津
波
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆大沢 ふるさとセンター、魚賀波間神社、大沢小学
校、八幡宮、切り通し、大沢林道、袴田裏山、南陽寺
◆山田 山田北小学校、善慶寺、お寺山、後楽墓地、
山田町第一保育所、中央公民館、中央コミュニティセ
ンター、保健センター、山田第二保育所、山田八幡宮、
山田病院前、山田南小学校、さくら幼稚園、児童公園、
おぐら山、飯岡防災センター　◆山田・織笠 三本小
松、町民グラウンド、山田中学校、山田中学校北側線、
山田体育館　◆織笠 織笠小学校、織笠保育園、織笠
コミュニティセンター、跡浜裏山、舘
◆船越 船越防災センター、船越保育園、船越小学校、
Ｂ＆Ｇ海洋センター、山の内生活改善センター
◆田の浜 八幡宮、早川山、第２分団屯所、船越漁村
センター　◆大浦 大浦小学校、大浦漁村センター、
大浦保育園、霞露ケ岳神社、秀全堂、林道大浦線、小
谷鳥コミュニティセンター

津波は強い地震のときだけ襲ってくるというもので
はありません。かすかに遠くに感じる揺れ、非常に
ゆったりとした揺れ──。そんな地震でも大津波が襲
来することもあります。「大したことはない」と勝手
に決めつけないで、とにかく「地震の揺れを感じたら
すぐ避難」が鉄則です。

津波は水だから火事など起こるわけがないと思いが
ちですが、そうではありません。平成5年の北海道奥
尻島を襲った大津波では、火災が発生し一つの地区が
焼失しました。避難の際は電気ブレーカーを落とし、
ガスの元栓を閉めるなど必ず「火の始末」をしましょう。

避難は一刻を争います。「避難だ！」「急げ！」「避
難袋、持った？」「おばあちゃんを手伝って」などと
声を掛け合いましょう。

近所の高齢者や視覚、聴覚、四肢などの不自由な方、
病弱、妊産婦、乳幼児のいる家庭など、行動や情報に
不自由な人たちへの助力を！地域社会（向こう三軒両
隣）で態勢を日ごろからつくっておきましょう。

�津波の本性

津波の広がる速さは、水深200㍍で時速160㌔、太
平洋の水深5,000㍍辺りでは時速800㌔に達します。
普通の波と津波の一番の違いは波の長さ（波長）

です。風が吹いて起きる普通の波の波長が数㍍なの
に比べ、津波は地震による海底の変動で起きるため、
数㌔に及びます。このため海岸に押し寄せたとき、
普通の波が一瞬で砕けてしまうのに対し、津波は洪
水のような強い流れを伴って押し寄せます。
また、津波は何度も繰り返して襲ってくるほか、

Ｖ字型の入り江や湾では、押し寄せる波が急激に高
くなるなど、海の条件によって姿を大きく変えます。

揺れを甘く見ない

火災を防ぐ

避難は声を掛け合って

高齢者などの要援護者への助力

あなたの避難場所
確認してください

揺
れ
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
避
難

日
本
は
地
震
発
生
後
三
分
で
警
報

が
出
せ
る
世
界
最
先
端
の
津
波
警
戒

シ
ス
テ
ム
を
備
え
て
い
ま
す
が
、
地

震
発
生
後
わ
ず
か
数
分
で
津
波
が
押

し
寄
せ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
津
波
に
対
す
る
備
え
と
し
て
海
岸

沿
い
に
は
防
潮
堤
が
造
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
防
潮
堤
だ
け
で
は
万
全
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
地
震
の
揺
れ
を
感
じ

た
ら
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
津
波
情
報

を
待
た
な
い
で
、
す
ぐ
に
安
全
な
場

所
へ
避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
役
場
総
務
課
防
災

担
当
（
�
８
２
│
３
１
１
１
内
線

４
１
５
）
へ
ど
う
ぞ
。

普通の波

津　波


